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次
の
ペ
ー
ジ
は

「
Ｍも

っ

と

ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
！ 

住
民
自
治
の
チ
カ
ラ
」
取
材
こ
ぼ
れ
話　

一
般
質
問
と
い
う
名
の
政
策
提
案

聴
く　

動く

寄
居町議会

①
ふ
る
さ
と
納
税
が
税
収
の
上
位

と
な
る
自
治
体
で
は
、
核
と
な
る
返

礼
品
が
あ
る
。

②
当
町
で
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
へ
、
ふ
る
さ
と
納
税
情
報
を

掲
載
や
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

の
リ
ン
ク
を
貼
っ
て
い
る
。

③
多
く
の
人
が
進
学
や
就
職
を
機

に
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
か
ら
生
活
の

場
を
移
し
て
の
納
税
と
な
っ
て
い
る

が
、
地
方
創
生
と
し
て
の
更
な
る

魅
力
づ
く
り
で
故
郷
へ
の
納
税
を

呼
び
か
け
た
い
。

深
谷
市
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ふ
か
や
」
を
令
和
３
年
１
月
20
日

に
表
明
。

①
２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
削
減
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
広

報
誌
等
で
周
知
を
始
め
た
。

②
前
年
４
月
に
設
立
し
た
「
ふ
か

や
ｅ
パ
ワ
ー
株
式
会
社
」
は
、
資

本
金
２
０
０
０
万
円
で
市
が
55
％

を
出
資
。

③
太
陽
光
発
電
や
Ｅ
Ｖ
自
動
車
購

入
等
「
住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
設
置

費
補
助
金
」
で
宣
言
の
実
現
を
推

し
進
め
る
。

④
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
と
、
新
市

役
所
を
含
め
た
公
共
施
設
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
。

⑤
「
環
境
ポ
ス
タ
ー
」
等
、
環
境

教
育
の
啓
発
普
及
事
業
を
積
極
的

に
開
催
。

町の新たな納税再発見
 ふるさと納税の現況調査

　４番目にゼロカーボン
シティ宣言の深谷市を視察

総務
経済

文教
厚生

ふるさと納税について

カーボンニュートラルについて

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
情
報
発
信
や
住
民
へ
の
認
知
度

ア
ッ
プ
で
、
新
た
な
寄
居
町
の
魅
力
の
再
発
見
。

郷
土
へ
の
「
寄
居
愛
」
を
生
か
し
た
納
税
を
。

県
内
４
番
目
の
早
さ
で
脱
炭
素
化
宣
言
を
し
た
深
谷
市
。

そ
の
経
緯
と
取
組
の
説
明
を
受
け
、
隣
接
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
。

ご存じですか？　ふるさと納税

深谷市の新庁舎（屋上にソーラーパ
ネルを敷き詰めています）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
各
常
任
委
員
会
で
町
の
課
題
を
調
査
研
究
。
現
況
調
査
と
先
進
地
視
察
の
報
告
で
す
。

 ふるさと納税は

町の広報で特集でもして、
納税の仕方や返礼品につ
いてわかりやすく載せてく

れると「郷土愛よりい」
を考えるきっかけに
なるのでは…。

	私も
ひと言！

前
ま え だ

田 稔
みのる

さん（男衾）

 まずは自分から

まず自分ができるこ
とを、一つでも毎日
続けたいですね

	私も
ひと言！

佐
さ さ き

々木雅
ま さ こ

子さん（男衾）

小
中
学
生
の
成
績
向
上

に
良
い
刺
激
を
！

食
生
活
、
米
・
小
麦
の

価
格
高
騰
は
切
実

誰
も
が
輝
け
る

Ｄ
Ｘ
構
築
へ

笠
かさはら

原則
の り お

夫議員

保
ほ ず み

泉周
しゅうへい

平議員

鈴
す ず き

木詠
え い こ

子議員

政策提案

政策提案

政策提案

H26.12月／R1.9月／
R2.9月／R3.3月

R1.9月／R2.3月

R1.12月／R3.12月
H31.3月／R2.3月／
R3.9月／R4.3月

小
中
学
生
の
模
擬
議
会
体
験
を

問 

①
「
子
ど
も
議
会
」「
中
学

生
議
会
」
で
向
学
心
ア
ッ
プ
を
。

②
中
学
生
海
外
相
互
交
流
事
業
へ

は
、
工
夫
を
し
て
１
人
で
も
多
く

の
中
学
生
を
連
れ
、
開
催
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
議
会
や
行
政
の
学
習
実
施
中

答

①
町
内
の
学
校
で
は
、
町
議

会
や
行
政
に
つ
い
て
総
合
学
習
の

時
間
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き

続
き
興
味
を
持
て
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。
②
コ
ロ
ナ
後
、
生
徒

の
安
全
を
考
慮
し
て
再
開
を
協
議

し
た
い
。
ま
ず
は
メ
ア
リ
ズ
ビ
ル

の
生
徒
と

オ
ン
ラ
イ

ン

交

流

で
、
海
外

の
文
化
に

触
れ
て
い

た
だ
き
た

い
。

国
産
小
麦
作
付
拡
大
あ
る
か

問 

国
内
で
消
費
さ
れ
る
小
麦
は

９
割
が
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

食
生
活
の
パ
ン
や
麺
類
の
価
格
は

２
割
高
く
な
り
ま
す
。
現
在
国
内

の
米
消
費
は
減
少
傾
向
で
す
が
、

小
麦
の
需
要
は
減
り
ま
せ
ん
。
国

産
小
麦
の
作
付
に
つ
い
て
、
農
地

の
中
間
管
理
事
業
を
農
業
法
人
化

し
て
人
手
不
足
解
消
に
つ
な
げ
ら

れ
な
い
か
。

新
品
種
導
入
等
の
事
業
を
研
究

答

国
産
小
麦
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
状
況
を
受
け
、
作
付
拡
大

に
つ
い
て
生

産
農
家
・
ふ

か
や
農
協
・

県
と
連
携
を

図
り
、
取
組

方
法
を
研
究

し
て
い
き
ま

す
。

新
町
長
の
目
指
す
Ｄ
Ｘ
構
想
と
は

問 

①
「
行
政
事
務
デ
ジ
タ
ル
化
」

の
進
捗
、
就
農
者
減
少
対
策
「
ス

マ
ー
ト
農
業
」、
転
職
な
き
移
住

を
可
能
に
す
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
誘
致
」
の
推
進
は
。
②
「
Ｄ
Ｘ

構
想
」
新
町
長
の
見
解
は
。

時
間
対
効
果
を
重
視
し
た
推
進
を

答

①
障
害
者
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル

化
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
を
９
月
か

ら
導
入
。
農
業
Ａ
Ｉ
活
用
は
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
の
研
究
を
。
駅
前

拠
点
施
設
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
も
活
用
で
き
る
空
間
を

整
備
。
②

タ
イ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ

ン
ス
（
時

間

対

効

果
）
を
重

視
し
、
積

極
的
に
進

め
た
い
。

海外交流は英語に興味を持つ最高峰！スマホでパッと提示、便利なミライロＩＤ

地元小麦は貴重（直売所販売）

追跡！（過去の定例会でも質問）

追跡！（過去の定例会でも質問）

追跡！（過去の定例会でも質問）

顔写真の左の二次元バーコードをスマホで読み取ると録画映像が見られます！

駅
前
拠
点
施
設
の

運
用
と
活
用
が「
鍵
」

稲
いなやま

山良
よしふみ

文議員

政策提案経
営
者
民
間
人
感
覚
に
期
待

問 

拠
点
施
設
は
市
街
地
活
性
化

事
業
の
象
徴
で
す
。
こ
の
施
設
を

中
核
に
広
場
、
路
地
裏
通
り
、
商

店
街
、
雀
の
宮
公
園
、
玉
淀
河
原

遊
歩
道
、
鉢
形
城
跡
と
こ
の
よ
う

な
素
材
を
十
分
に
活
か
し
「
よ
り

い
」
な
ら
で
は
の
特
色
を
つ
く
り

出
せ
る
か
、
経
営
者
民
間
人
感
覚

な
ら
で
は
の
手
腕
を
十
分
に
期
待

し
ま
す
。

住
民
、町
民
の
参
画
が
不
可
欠

答

町
民
の
参
画
が
不
可
欠
で
す
。

町
民
の
活
動
拠
点
と
し
交
流
の

場
、
情
報
発
信
等
機
能
を
発
揮

し
、
利
用
者

の
増
加
に
努

め
、
町
全
体

の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
。

完成に向け着 と々工事が進む拠点施設

追跡！（過去の定例会でも質問）

「
寄
居
愛
」で
持
続
可
能
な
町
、目
指
せ

県
内


